第２号様式（第６条・第９条関係）

事業計画書

	事業名
	

	市町村等名
※広域連携の場合は括弧書きで構成市町村名を記載してください。
	

	代表者名
	

	（該当する場合のみ）
広域連携の種類 ※注１

	広域連合・一部事務組合・法定協議会・事務委託・機関等の共同設置
・その他（　　　　　　　）

	総事業費
	　　　　　　　　　　　　円

	交付申請額
	　　　　　　　　　　　　円

	実施（予定）期間
	着手　　　　　　年　　月　　日から
完了　　　　　　年　　月　　日まで

	事業計画の概要
	（１）事業の目的
（２）事業の内容
＜多言語化する「行政・生活情報」＞※注２
＜多言語化する言語及びその理由＞※注３
　　
＜情報の簡素化などの外国人が理解しやすい工夫について＞
＜多言語化した「行政・生活情報」の活用計画＞
（３）多言語化の実施により期待する効果



	その他
	＜多文化共生への取り組み方について＞


 （注１）広域連携の場合は、該当する項目に○を付け、そのことを証する書類を提出すること。
（注２）本補助金を活用して多言語化を希望する対象を添付すること。
（注３）「ベトナム語」、「中国語」、「英語」、「その他言語」を記載すること。すでに翻訳している言語がある場合はその旨記載すること。
第３号様式（第６条・第９条関係）

収支予算書

１　収　　入　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　（単位：円）

	区　　　分
	金　　　額
	備　　　　　　考

	補助金
	
	奈良県行政・生活情報多言語化支援補助金

	国庫補助金
	
	

	自己財源
	
	

	そ　の　他
	
	

	合計
	
	


（注１）広域連携の場合は、「自己財源」の備考欄に各構成市町村の内訳の金額を記載すること。
２　支　　出　　　　　　　　　　　　　　　

　　　（単位：円）

	区　　分
	予　　算　　額
	積　算　内　容
	備　　　　　考

	補助対象経費

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	小計
	
	
	

	補助対象外経費

	
	
	
	

	
	
	
	

	小計
	
	
	

	合計
	
	
	


（注２）支出の区分の欄は、歳出予算の費目の区分に準じて記載すること。

